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対象者の性別は、女子 53.4％（103人）、男子 45.1％（87人）、無回答 1.6％（3人）であった。
死別体験は、ありが 54.9％（106人）、なしが 40.4％（78人）、無回答 4.7％（9人）であった。死
別体験ありと回答したうち、祖父が 36.8％（39人）、ペットが 32.1％（34人）、曾祖母が 29.2％
（31人）、祖母が 21.7％（23人）、曾祖父が 16.0％（17人）、父と友人がそれぞれ 1.9％（2人）、き
ょうだいが 0.9％（1人）、その他が 8.5％（9人）であった。死生観に関する 8項目について、最尤
法・プロマックス回転での探索的因子分析を行ったところ、1因子構造で 8項目全ての因子負荷量
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5．主要評価項目得点の変動に関わる要因




0.343, p＝.651）、BASE 得点で有意な交互作用が認められた（F（1.483, 244.620）＝3.591, p
＝.042）。また、介入前・介入後・フォローアップの 3時点ごとに男子・女子の 2群間での平均値
の差を t 検定で検証したところ、介入前（t＝2.546, p＝.012）と介入後（t＝2.294, p＝.023）の時点
においては、男子に比べ、女子の方が有意に BASE 得点が高いが、フォローアップの時点での有
意な差は認められなかった。次に、死別体験において、死別体験あり・なしの 2群で経時的変動を
確認したところ、SOSE 得点（F（1.515, 249.912）＝1.017, p＝.345）、BASE 得点（F（1.476,
239.110）＝1.262, p＝.278）ともに有意な交互作用は認められなかった。死生観において、死生観得
点高群・低群の 2群で経時的変動を確認したところ、SOSE 得点では、有意な交互作用は認められ
ず（F（1.529, 256.821）＝.411, p＝.683）、BASE 得点で有意な交互作用が認められた（F（1.503,
244.999）＝3.844, p＝.034）。また、介入前・介入後・フォローアップの 3時点ごとに死生観得点高






































図 2 性別・死別観得点での BASE 得点の経時的変動
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